
第３号様式（第１５条関係）

事業者排出量削減報告書

Ⅲ橡年皮
（ 

阯緊枇耳）

曲化UJQ嚢喚月）

羅雪羅薑
木の保全及び整燗

注１位当する□には、レ印を記入してください特定事典者以外の事乗者の方はし印の妃入は不要です．

２．基甲年度」とはHf画期｢H1の帥年度を、￣目標年度」とは鮒囲期間の最終年度を、、報告年度」とは針圃期、のうち･今回報告の対象となる年度をい【,hます゜

３￣願桑所等排H1区分」とは京fZ府内の事巣所等の卒巣活動のためのエネルギーの使ｍに伴い発生するiZl竃効11ヅスを．￣伯送車両排出区分」とI土自動車運送事巣者についてIさ使用の本1mの位固を京極府内とする血
両の排出する沮室効果ガスを．鉄近事業者については係布する貨物車両又は麟客車両の排1Mする沮蛮効果ガスを、「その他排出区分」とは上妃以外の京極IIl内における平璽所等の卒粟活動に伴い発生する沮童効果
ガスをいいます．

４「原単位当たりの、竃効果ガス俳出且等」の「川途区分」には．ＣＯ工1ｺ･耶碕所准どの1M途を記入して<瞳さい。「原単位の術幌」にIま、分子の.二酸化炭素MQ算」の下に分母となる柑擦（生産数量、延べ床面
積、走行距離等）を妃入してください．

５Ｆその他の地球fnm化対寅によるuu室効果ガスの削減、等一のうち「森林の保全及び駐伯」の「目極年度〔計ｉｉｉ）」151にはlff嵐、、中の目標の累計竃．「報告年度（実技】・掴にI苫実伎の繁ｇｆを記入してくださ
い。

６．特紀事項」には．平成２年度（１９９０年度）を韮串としたUMI且の対比や、省エネ製品開発など他者の阻竃効果ガス排出I\l減への貢献．グリーン明達の峰、、特定フロンなどの条例拍定外のin室効果ガスの、
減などを妃入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる事務所

の所在地）
大阪市北区芝田一丁目１６－１

氏名（法人にあっ
ては．名称及び代表
者の氏名）

阪急趣鉄株式会社代表取締役社長角和夫

事業者の主たる
業秘 鉄道事業

該当する事業者
要件 ｒ京都府地球温暖化対簾条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算してＬ500キロリットル以上））

博
京都府地球温暖化対箙条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送車業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道巾両
150両以上）

ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期１ｍ 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
阪急電鉄は、「地球環境の保全は人類共通のテーマであり、より健全な地球環境を次世代に引き継ぐことが私たちの使命である」との認識にたち、企業活

動を通じて地球環境の保全に努め持続的発展が可能な社会づくりに貢献します。

推進体制 親会社の阪急阪神ホールデイングス株式会社に「阪急阪神ホールデインゲス環境委員会」を設沮し、グループ全体で環境保全活動に取り組んでいる。2008年度からは当
社において、公共交通へのモーダルシブトの促進や環境負荷軽減等の取組み強化のため「祁市交通事業本部環境推進委員会」を設腫している。

環壇マネジメントシステム名称 ISOI400I 

適用範囲 正雀工場

取得年月日 2001年３月16日

年度ごとの具体
的な取組及び楢
置の状況

年度

２１ 

21 

2１ 

設嗣、対象、工程等

省エネ車両導入

省エネ電気設愉導入

その他

指図内容

軽砥車岡（アルミ風）、UWFインバータ制御盤面・拙助近灘裟田（砕止型インバータ装画）播載、血閃遮用での省エネルギー（優)WIm力削減努力）

侭丹楓等のL國化、変圧圏の商効率型への亜pf･変危所における列血迅迎Bw壷序靭の商効率型への更新、駅照明器具の省⑩力化．新駅にLED照IF】鴎具厨設．転落防止笹色
灯のLED化

無水トイレ・節水型トイレの蝕田

混窒効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実紙に対する自己評価

基準年度（実綱）
(平成19）年度
(二鹸化炭素換算）

目標年度（iIfi画）

(平成22〉年度
(二IM1化lid索換算）

墹減率
(計画）

報告年度（実繊）

(平成21）年度
(二鹸化溌素換算）

墹減率

(実繊）

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

1531346.9ｔ 151943.5ｔ -0.9％ 150,113.2ｔ -2.1％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊Ｉ 1531346.9ｔ ◇ｚ１５１９４３．５ｔ －０９％ ｡415ｑ113.2ｔ -2.1％ 

省エネ車両・電気設徽等の投入効果や夏季の気温が低めに推移したため、改善している。

原単位当たりの
溜窒効果ガス排
出、尋

1M途区分 原単位の指標

鉄道

二酸化炭素換算

(個々の的逸機M1ごとの省
乗運行距胚の合Hf）

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基Tin年度（爽綴） 目標年度（計画） 畑城率〔Hf画） 報告年度（実繍〕 噌減率（実紙）

9.I52t-CO2/雨･万k、 9.0691-CO2/岡･万k■ －０．９％ ８．９６７１－CO2/雨･万k、 －２．０％ 

％ ％ 

％ ％ 

省エネ車両・趣気設Mi等の投入効果や夏季の気温が低めに推移したため、改善している。

その他の地球温
暖化対筑による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内庫の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力のHW入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の剛入

削減量等合計

目標年度（計画）

取伍皿等 (二鹸化脱秦換算）

喀恒両面） hａ 吸収量 ｔ 

利lUn） ｍ、 財減量 ｔ 

充電砥） kwｈ １W減量 ｔ 

熟供給量） GＪ 刷減f、 ｔ 

[n入且） kwｈ 則減、 ｔ 

(爾入、） ｔ (、減、） ｔ 

－一一一一一一一･３ｔ 

報告年風 (実績）

政ｉｎ凪等 (二鰹化摸索換算）

壁lGi而竝） hａ (砥収量） ｔ 

利111ｍ〕 ｍｏ (削減、） ｔ 

鬼矼通） kwｈ (削減趾） ｔ 

膿供給Ⅲ） GＪ (ＩＷ減且） ｔ 

購入風） kwｈ (１W減量） 1 

(ﾛ0入砥） ｔ (lil減迅） １ 

＊５ｔ 

差引排出量

(排ul合８１－，城等合Hf）

基準年度（実組）

＊１153,346.9ｔ 

目標年度（計画）

'081-(｡3,151,943.5ｔ 

地域率（計画）

-0.9％ 

報告年度（実紙）

l04I-Io5)'50113.2t 

明滅率（実績〉

－２１％ 

地球温暖化対策

に資する社会貢
献活動

･公共交通の利便性向上や環境優位性のPR等により公共交j､へのモーダルシフトを促進し、社会全体でのCO2排出壁の削減に寄与する。
･当社線内１日フリー乗I肛券「GCC楽パス」を販売し、その収益の一部を国土緑化推進機梢（緑の募金）に寄付する取組みを行っている。
･2008年12月～2009年７月、１ｌｘ体にラッピングを施すとともに車内の広告枠を環境に関する記事で統一した環境メッセージ列車「エコトレイン『未来のゆ
め・まち号』」を運行し、沿線企業、自治体の環塊への収組みのPR、沿線の方々の環境意識啓発を図っている。
･2010年３月14日lj9業の摂津市IiRでは、太鵬光発趣、省エネ設徽等を導入しCO2排出趾を半減させるとともに削減できなかったCO2排出壁をカーボンオフセッ
トし、CO2排出量を実質的にゼロとする「カーボン･ニュートラル・ステーション」としている。
･摂津市駅開業に合わせ、2010年３月14日～７月末、省エネ車両をⅢいて走行に伴うCO2を削減したうえカーボンオフセットを行い走行に伴うCO2排出皿を実
質的にゼロとする「カーボン･ニュートラル・トレイン摂沖市駅号」を運行している。
･上記摂斜1市駅及び摂津市駅号に関するカーボンオフセットに当たっては、兵匝県内の森林保全活動により産出されるJ-VERを使用している。

特記事項


